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＜病棟連絡事項＞
・患者様が不調を訴えた際にはすぐに検温を行い、37.5℃以上である際は主治医または日当直医への指示を仰ぎ抗原検査を行っていくようにしましょう。
＜患者様連絡事項＞
・河村　哲久様～不穏時レボトミン（25）7回分処方となっている。
・船田　泰子様～疼痛時リボトリール（0.5）20回分処方となっている。
・飯岡　未来様～不安時コントミン（25）10回分処方となっている。
・佐々木　章洋様～疼痛時カロナール（200）10回分処方となっている。
・續石　啓介様～不眠時ブロチゾラム（0.25）、苛々時セパゾン（1）各10回分処方
　　　　　　　　となっている。
・成田　富士子様～不安時不穏時ロラゼパム（0.5）10回分処方となっている。
・類家　つさ様～息苦しい時ロラゼパム（0.5）7回分処方となっている。
・藤原　絵瑠久様～疼痛時ロキソプロフェンNa（60）7回分処方となっている。
・佐藤　暹様～スピオルト　レスピマット２８吸入　1キット処方となっている。

＜要注目患者様ケース検討＞
・大久保　貴之様～大声を上げ不穏時ロラゼパム（0.5）2T+リスパダール内用液1ml
　　　　　　　　　1P内服。昨日トラブルとなった出来事に対し振り返りできず、女性患者に対し逆上している様子見られる。引き続き精神症状の観察を行っていく。
・中村　聡様～嗜好品や私物、架電に関する訴えは無く落ち着いている。他患者と会

話をする際にはやや声高さあるが口調は穏やか。引き続き精神症状の観察を行っていく。
・佐々木　康子様～特定女性患者に対する接触はなく粗暴性も無い。口調は淡々とし

ており情動不安定さも無い。引き続き精神症状の観察を行いト

ラブルに注意していく。
・小田　タネ様～昼食不食。自室内便臭が強く、自己摘便をする等便に固執した発言聞かれている。説明や介入を行うが自己中心的な発言が多く理解は乏しい。引き続き一貫し対応を行い精神症状の観察を行っていく。
・向井　敦子様～物盗られ妄想にかかわる発言聞かれ訴え傾聴している。説明に対し了承する事出来ているも理解は乏しい。粗暴性や訴えが過度となる事は無い。引き続き精神症状の観察を行っていく。
＜SST評価検討＞
・河村　哲久様～前回拒否しているが今回目標設定を行っている。
・工藤　みず紀様～目標と逸れた発言があった為、説明を行うも理解乏しく表情を硬

くしスタッフの発言を無視する事あり。自身の意にそぐわない事

があると拒否的な態度を見せるため介入方法の検討を行っていく。
・中居　伊佐男様、成田　富士子様～SSTの必要性について再三説明や協力を仰ぐも

理解乏しく拒否している。
・阿部　文香様、松川　順子様、神田　直樹様～
　特定の患者様は話が脱線しやすく他者が混乱する要因となっている。他者の意見を

聞き入れる事は出来ている。コミュニケーションにおいて困っている事、人と話す

事が楽しくスムーズになる事が出来るか、会話においての改善案を患者様同士で会

話してもらい1週間の短期目標に設定している。
＜勉強会＞

医療ガスについての勉強を実施しています。資料は詰所にありますので各自確実に

確認してください。

